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W32- 74515AD エーディーシー
デジタルマルチメータ(
�５����)

7451A
7461A,7461P

��できる�� 7451A 7461A,7461P, 7451A 7461A,7461P の
�です。, はエーディーシー

��

スタートすると、ファンクション･��

レンジ･サンプリング��を��した

�、 �されたサンプリング#$$

%で、 �されたサンプル(のデー

タを+,みます。01なら45#6

も58することもがきます。

Excelシートに+,んだデータは、キーボードからDFしたデータとGじよう

に、ExcelのKLをMNして、PQ・ST・UVWをXYにZうことができます。

また、[\にデータが+,まれる]^をExcelのグラフウィザードで��して

おけば、データ+,とグラフhがリアルタイムにZえます。
※oアドインにXpグラフPQKLはありませんので、Excelのグラフウィザードを

tNしてPQしてください。

・データロガーとしての��
� �された!""#で��された$%のデータをリアルタイムにExcelシートに /0みます。8920<=までのデー

タが?@して/り0めます。 1Dから までのHID%/ り0みJKなマルチメータの%は 89５D です。

・RSTUへの��
W X�Yを/りZえながら、$々のデータをExcelシートに/0みます。

・ , ,BchのX�_を?@`に/り0むことができます。FRONT REAR
「 」「 」「B- 」のopqをrZえながら?@`にX�_をExcelシートへpqできます。sいまして、FRONT REAR CH

１DのX�yが3チャンネルのデータロガーのように��できます。

・opq"の����がJKです。
「 」「 」「B- 」のX�_"で����がJKですから、「 」��で��をX�し、「B- 」でそのFRONT REAR CH FRONT CH

����をX�し、「 *B- 」を��すれば���qのX�がJKになります。FRONT CH

GP IB-

1.19999

1.19999

1.19999

REARDF

REARDF

REARDF

FRONTDF

FRONTDF

FRONTDF

B- pqCH

B- pqCH

B- pqCH

X�y��メモリを��した��サンプリングがJKです。
X�y��メモリを��して、8�で では「 」サンプリング、 ではAD AD7461A 50us 7451A

「 」サンプリングがJKです。X���のトリガは、「 トリガ」または「��トリガ」200us BUS

からの¡¢になります。89X�データ%は「 , $」です。X�£¤¥、X�y��10 000

に¦§されたX�_を¨©して シートに/り0み、ª!に«¬を­います。Excel

レベルトリガ、デルタトリガによるメモリ¦§X�に°±しております。
X�yの「レベルトリガ」「デルタトリガ」�Kを��してX�を��できます。X�データ

は³てX�y��のメモリに¦§され、X�£¤¥、X�_を シートに¨©して/Excel

り0みます。また、ª!に«¬を­います。

Max 5w

oプログラムはExcelzのアドインとしてpPします。

Excelzからoアドインを{pすると、Excelシートz

に、このウインドウが|われます。ファンクション,��

レンジ,#$$%,+,�(Wを��し「 」ボタSTART

ンをクリックするとデータの+り,みを��します。

���の��メモリをtNした��サンプリング

が�Lです。

また、レベルトリガやデルタトリガによる��も

できます。

リアルタイム �り�みExcel

メモリデータの

�り�みExcel
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����

���からデータの+,を��します。

「 」を�に�してから「 」を�すPAUSE START

とスポット��モードになります。

データの+,を�#��します。もう��クリックすると+,を

��します。

「 」�、 となり、ｸﾘｯｸする にデータを+り,みます。PAUSE ��

スポットモードでは、データのサンプリングにtNします。

��ファンクションを��します。

「¡¢£¤」「¥¢£¤」「¦§��( )」2W

「¦§��( )」「¡¢£¢」「¥¢£¢」4W

「¥¢£¤( + )」「¥¢£¢( + )」AC DC AC DC

「ダイオード」「¦§��( / )」2W LP

「¦§��( / )」「´µ」「¶·(」4W LP

「 - ( - )」「 - ( - )」DCV HI COM DCV HI LOBch Bch

「 - ( )」「メモリデータ+,」DCV RATIOBch

からÀÁします。

Â)「メモリデータ+,」をÀÁしたÃÄ、

���のサンプリング¶Åは、メモリデータ

を+り,んだ#とGじサンプリング¶Åに

��しておく01があります。また、ÆÇÈÉ

やÊ(ËVのUVもZわれます。

��レンジを / でÌÉえます。 のチェックAUTO MANUAL AUTO

をÐすとレンジDFNテキストボックスが|れますからレンジを

キーボードからDFします。ÒÓなÔをDFする01はありませ

ん。DFされたÔに�ÕÖい１つzのレンジに��されます。

���は「ÙÚ」、ポーズ�は「ÜÚ」、

Ý��は「ÞÚ」となります。
データの+,をÝ�します。

���ßà「 」「 」をÌÉえFRONT REAR

ます。

��するÃÄにチェックを5けます。

「 」「 」のâãにチェックを5FRONT REAR

けることができます。

��ÔをäのåæÆÇへÈÉするためのÊ(を��します。

(éページëì)

B- ��をG#にZうÃÄにチェックを5けます。CH

「 」��が のÃÄだけíîです。また、「 」FRONT ON FRONT

��で - ��がÀÁされたÃÄはïîになります。B CH

チャンネル$のòóËVを �します。

「 + 」「 - 」FRONT REAR FRONT REAR

「 * 」「 / 」FRONT READ FRONT REAR

Bch Bch「 + 」「 - 」FRONT FRONT

Bch Bch「 * 」「 / 」FRONT FRONT

からÀÁします。

ÆÇÈÉとÊ(ËV�のデータでòóËVをZいます。

��ÔをExcelへDFする#のÆÇを��

します。 「õÔ」は、 ��ファンクションによ

り または「Ω」「V」「A」 のÆÇでのDFを

ö÷します。

「 」ボタンを�にクリックして、その�「 」ボタンをクリックすると「スポット��モード」になります。 ルチメータの��がZわれた�、「 」ボタンのPAUSE START SPOT

クリックùちとなります。 「 」ボタンをクリックする にデータがExcelシートに+,まれます。 この#「 」ボタンをクリックするÈわりに「スペース」キーを�しSPOT SPOT

てもGûのüýとなります。 この「スポット��モード」では、「þÿ#$」の�には1,2,3...と「��Õ�」がDFされます。

�えば、���åを+りÉえながら、�々の���åの��をZうÃÄに
Mです。 「スポット��モード」を��するためには、「 」ボタンをクリックします。STOP

スポットX�モードの��ÕÖ

GPIBで
�したäの���のデータもG#に+り

,むÃÄにチェックを5けます。(����)

���の��を��します。

���o�で��した - アドレスとGじGP IB

Ôを��します。

���のサンプリング��を��します。

「 」「 」「 」「 」「 」MEDIUM SLOW SLOW FAST FAST1 2 1 2

ms「 ( )」「 ( )」からÀÁします。FREE PLC FREE

ms「 ( )」「 ( )」のÃÄは、(Ôを��FREE PLC FREE

のテキストボックスにDFします。

トリガモードを��します。

「 」FREE RUN

���も ��を��します。FREE RUN

「パソコン」

��#$ にパソコンが���にトリガを��し

ます。���は ��になります。HOLD

「Ð!トリガ」

���のリアーの「 」からのトリガ��にTRIGGER

よるサンプリングをZないます。

"(のDF#$��をZうÃÄ、それぞれの#$

 にÐ!トリガ��が01です。

「 」「 」LEVEL DELTA

0ず「メモリ�'��」のモードで��がZわれます。

éページをëìください。

その(の����をZいます。(éページëì)

Excelシートzのカーソルを*+・z�に,pします。

Excelシートzのカーソルを,pしデータ+,��Ç-を

/�します。 「 」ボタンをクリックするとカーソルÇ-START

から�ã0へデータを+,みます。

データをDFする シートのÌÉえをZないます。Excel

データに45#6を58します。

24のデータ+,#、��567Wのヘッダを58し

ます。

���� します。�の����を��

データのDFと9にシートをスクロールします。

��した���	を��
び��みを�ないます。データを+,む�(を �します。:し、「 」STOP

ボタンでいつでも�;できます。

また、<もDFされていないときは、2=�と>?さ

れます。DFできる2@�(は、200,000です。

データを+,む#$$%をDFします。

<もDFがïいÃÄやゼロがDFされたÃÄは、

2�でデータを+り,みます。DFできる2@#

$は3600Dです。

��Ôを へDFするとき、セルF�をHIにExcel

��します。

��¡\にオートゼロを �Zいます。1

���を4Å��にリセットします。

���Õ�のÀÁと、その���のtN

・JtNのÌÉえをZいます。

��データをKく+LしたMに へDFします。Excel

チェックを5けないÃÄは、Nての��Ôを+Lし

た�、�Oして��Ôを へDFします。Excel
メモリ�'モードで��を��します。

トリガモードで「 」はÀÁできません。FREE RUN

トリガモードが「 」「 」では、PにLEVEL DELAT

メモリ�'��が Q�になります。ON

��はéページをëìください。
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����の��

「!の"#」の��

���からのデータに、!"#$を�います。

への��& ��& '( '(Excel = (( - B ) * A

))

*+の「��&」は、「0123」で5�した23に67した8の&が:;されます。

>えば、0123の5�が「 」に5�されていて、��&が だったDE「 」の&が!"に:;されます。m 0.1A 100mA

��ÔのR�をZうÃÄは、そのR�Ô

をDFします。「zSÔ」「�SÔ」のどち

らか、または、âãをDFします。

U�のÃÄは、R�をZいません。

R�をÐれた��Ôは シートにÙÚExcel

でßàされます。

Ù)

ÚpqÛÜのÝÞにつきましては、X�y

にàáする/âãäåにÝしくãäされて

いますからそちらをèéください。
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��ÔにVöの7Wを5けられます。

メモリ%&'#の"#

�����メモリへFき,むデータ(を �します。( ... �のXY)2 9999

��のサンプリング¶ÅをDFします。

トリガモードが、「パソコン」「Ð!トリガ」のÃÄ、 で . [z、 で . [zでDFします。AD AD7461A 0 05ms 7451A 0 2ms

トリガモードが、「 」「 」のÃÄ、^_なサンプリング¶Åを_�するためには [zでのDFをLEVEL DELTA 5ms

`aします。

トリガディレーÔをDFします。

トリガ�(は、「 」でQ�されています。1

メモリデータ+L�、XpbにPQをZいます。

メモリ�'���は���のパネルßàを にします。OFF

ただし、サンプリング¶Åが [�のÃÄは、ïcdにパネルßàを にします。20ms OFF

���は、 にefさせます。ON

Ù)X�yのメモリ¦§�Kを��してX�を­うëì、また、「 」「 」トリガを��してX�を­うëì、サンプリングíî・ïð!"・LEVEL DELAT

トリガディレーのó�をÙIしないと、ôõなサンプリングíîでのX�ができないëìがありますからÙIが÷øです。

X�yのメモリ¦§�Kや「 」「 」トリガを��するëìは、úûにX�yにàáするマニュアルをèéしþÿを�ðÿ�してしてからLEVEL DELTA

ご��ください。

レベルトリガのレベルÔをDFします。

£¤Ôではありません。

(���5gの ニュアルëì)

スロープをÀÁします。

プリトリガを��します。

プリトリガを��します。

デルタ・カウントÔをDFしま

す。

(���5gの ニュアルëì)

スロープをÀÁします。

jk/lnをÀÁします。

レベルトリガの"# デルタトリガの"#

Â)メモリデータ , �をパソコンに+,むために1する#$は、 でo１７Dです。10 000 Pentium3 zGH
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'#./の9

「 」��のX�_REAR

「 」��のX�_Bch

「 」��のX�_FRONT

«¬は、 のグラフウィザードを��してExcel

ユーザ	で­ってください。

Excelシートへのリアルタイム��'#の9

メモリ%&'#の9

�	は、 トリガによる「 」サンプリングの�BUS 50us


	は、 トリガによる「 」サンプリングの�LEVEL 5ms
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<='#> マルチメータB の"#CF( )

Ð!���とは - でパソコンと
�されている01があります。(�Q)GP IB

Ð!���から�られてくるデータのフォー ットは、 であり、"(のデータのÃÄ(Max10�)、データ$はコン でxÌられている01があります。ASCII

Â)Nての���とのµ�を�yするものではありません。

もし、Ð!���からデータを{け+る#、クエリーコ ンドを[\に��する01がある#、ここに��する
クエリコ ンドをDFします。ほとんどのÃÄ、U�で です。OK
もし、 ルチメータが コ ンドI�のものでしたら、��のコ ンドのどれかがtNされます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

Ð!���のデータ{�#にトリガが01な#、チェックをつけます。

Ð!���の - アドレスを��します。GP IB

�り,んだデータに、��ËVをZった�、ExcelへDFします。

ExcelへのDFÔ = ( ���データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへDFする[5をここにDFします。

U�のÃÄ、「Ð!���」がDFされます。

����\に、���に��するコ ンドがあるÃÄは、ここにDFします。 ファンクションやレンジÌÉえのコ ンド

をDFします。 µPはU�です。

���のデリミタを��します。µPは、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「Vöコ ンド」からトリガのã�をÀÁします。GET TRG

µPは、「 」のÀÁをします。GET

「Vöコ ンド」をÀÁしたÃÄは、トリガコ ンドをテキストボックス

にDFします。

Ð!���のデータにËV�æをZうときにチェックします。

"(のデータが{�されたÃÄは、そのNてのデータに、

��にDFしたËVがZわれます。

Ð!���のデータを(Ôとして�うか、��しとて�うかの

ÀÁをZないます。µPは、「(Ôデータ」に��します。

Ð!���から"(のデータが��されるÃÄ、データの

xÌり��を �します。��bには、「コン 」がtNされ

ます。

12.567

12.567

12.567

12.567

12.567

GP IB-

��X�y

��X�y

��X�y

��X�y

��X�y

AD7451A 61A/

��するÐ!���Õ�をÀÁします。

oソフトをtNする\に、���のµ�KLを「 - 」に��する01があります。 こ のµ�KLが「 - 」に��されていない��でoソフトをtNするとGP IB GP IB

µ�エラーがl�して^PにpPしませんから、ごÂöください。��は、���5gの+���Fをëìください。

「 」ボタンで ¸の「 / 」を¡¢します。MENU 8 I F

「 」を「 」にó�します。BUS GPIB

HIの - アドレスをó�します。GP IB

「 」を「 」にó�します。HEADER OFF

「 」を「 」にó�します。TALK ONLY OFF

「 」を「 」にó�します。LANGUAGE ADC

①

②

③

④

⑤

⑥

'#>のMNを - に"#します。GP IB


